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改善するべき点

担当教官のコメント

・プリントが豊富。

・前半、後半とも、先生が研究なさっていることに関する

内容だったので、おもしろさがより伝わってきました。

○この授業は２人の教員が前半・後半を別々に担当しましたが、いずれも自分の研究の内容を含めて授業を進めました。

このような進め方を学生の皆さんが好むのか好まないのか不安でしたが、“おもしろさがより伝わってきた”というコ

メントをもらって、今後の別の授業でも取り入れたいと思っています。ただ、アンケートの有効回答数が3ということな

ので、もっと多くの皆さんの意見を聞きたいと思います。

●“前半と後半で共通性が見られなかった”という点は、TWINSのアンケートが始まる前の「自主アンケート」でも同様の

意見が寄せられました。2004年度からは別の教員（非常勤）が１人で担当し、内容も全く変わりますので、このような

弊害はなくなります。

・教官が１学期の授業内で変わり、共通性が見られなかった。

１・２学期実施されたほかの授業の続きという内容だった。

良い 普通 良くない

2 01

興味深さ

良い 普通 良くない

1 02

分かり易さ

良い 普通 良くない

1 02

話し方・速度

良い 普通 良くない

1 02

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

1 11

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

0 12

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

1 02

あなた自身の
満足度

良かった点

392


